
隠れた逸品 Ippin
噂の巻き寿し 参上でござる
 「ちょんまげ寿し」
お届け！職レポ隊
6 次産業化への挑戦！
朝倉山椒の新たな価値 
裏路地探険
清水から蛤！？／新温泉町丹土
手で生み出す つくりて
心を込めて作る家庭の味 田舎のキムチ屋さん

サイクル
特 集

風を感じながら地元の人・魅力を体験する！！

ツーリズム

写真提供：Asago Travel & Stay

123
Vol.

Spr ing
2 0 2 4

（公財）但馬ふるさとづくり協会





M u r a t a ' s  M e m o r i e s

Ａ：「食」と「音楽」を楽しむハチ北フェスライブイベント2023年
の様子。2024年度は6月1日（土）10時〜19時に開催。前日の5
月31日（金）18時からは、前夜祭の開催も予定している。
B：村の盆踊りとコラボした『KINEMAS』ライブイベントの様子。
（村田さんの活動についてInstagram:@mutty_ohana）

Vol.21Vol.21  村田 行信村田 行信（ムッティー）（ムッティー）さんさん  
スタジオ IZ 代表スタジオ IZ 代表

Murata's Voice

もともと京都で音楽スタジオを経営していて、その
繋がりで2018年より香美町の『ハチ北ミュージック
フェス』の運営に携わるようになりました。
ロケーションの素晴らしさ、人の良さ、強さにリスペ
クトを持つようになり、2022年に移住してきました。
現在は、『ハチ北ミュージックフェス』の成功を第一
に、プロデューサーとして活動しています。ほかにも
エンタメ業界にいたので、音響や簡単な照明を手
がけたり、司会などもやっています。

ハチ北は山奥なのでほぼ全て自然、全部の道が
坂道という感じで、『過酷である』というのが一つ
の価値になっているように感じます。京都の盆地で
生まれ育った僕としては、環境の違いがそのまま楽
しさにつながっています。

村で何百年と続く盆踊りと、自分のバンドである
『K

キ ネ マ ズ
INEMAS』のライブイベントを同時開催し、成功

できた事です。僕らや外から来たお客さんにとって
非常に刺激的でしたし、村の皆さんにとってもライ
ブは珍しいもので、お互いに面白い体験を提供で
きたと思います。

ハチ北からは同じ香美町である小代・香住以外に
も、豊岡・城崎・湯村温泉・鳥取と1時間圏内で
アクセスできる名所が数多くあり、全部楽しいです。
今は気分転換に各地を周ることが趣味ですね。

今後、イベントプロデュースなども手がけていきたい
なと考えています。また自宅のDIYが落ち着いてきた
ら、空いてる古民家があったりするので音楽スタジオや
ライブバーなんかを作れたら楽しいなと思っています。

住  活
- J YU K ATSU -

但 馬 で 暮 ら す 移 住 者 の 方 に
地 域 で の 活 動 に つ いて お 話 を 聞 き ま し た 。

●田舎暮らしに関するお問合せ先 >>「たじま田舎暮らし情報センター」   TEL.0796-24-2246

たじまUIターン情報サイト
「ひょうご北部で暮らす」  
 https://tajimalife.jp/

Voice
01

Voice
02

Voice
03

Voice
04

Voice
05

A B

01. 現在の活動　02.住んでいるまちの良い所　03.たじま暮らしで印象に残っているエピソード　
04. お気に入りの場所　05.「今後このまちでこんなことしたい」など一言メッセージをどうぞ！

京都府から香美町へ I ターン
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但馬の未来をデザインする

T A J I M A
D E S I G N

南但馬独特の自然、鉱山で栄えた歴史・風土、そして照れ屋さんだけど暖かい人 と々出会える
ガイド付きサイクリングツアー。綺麗な空気と自然が美しい朝来市を自転車で巡ってみよう！
［対象］中学生以上　［料］生野町ツアー（14km）：1人12,000円／鉱石の道ツ
アー（30km）：1人20,000円・ランチ付※詳細・予約は下記のサイトから

サイクルツーリズム in ASAGOサイクルツーリズム in ASAGO
INFOMATION

●サイクリングツアー及びレンタル・サイクリング
　「Asago Cycling」  https://www.asagocycling.com/
●サイクリング及び体験型ツアー
　「Asago Travel & Stay」  https://www.asagotravelandstay.com/

　

世
界
的
な
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ブ
ー
ム
の
追
い

風
を
受
け
て
、
日
本
で
も
こ
こ
数
年
、
観

光
振
興
の
ひ
と
つ
と
し
て
、「
サ
イ
ク
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
を
取
り
入
れ
る
自
治
体
が
増
え

て
い
る
。

　

特
に
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
感
染
リ
ス
ク

の
低
い
移
動
手
段
で
あ
る
自
転
車
の
価
値

が
見
直
さ
れ
た
と
同
時
に
、
排
気
ガ
ス
を

出
さ
な
い
自
転
車
は
、
車
で
の
移
動
に
比

べ
て
環
境
に
も
優
し
く
、
交
通
渋
滞
を
起

こ
し
に
く
い
の
で
地
域
へ
の
負
荷
も
少
な
い

の
が
大
き
な
利
点
で
あ
る
。

　
「
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
は
、
簡
単
に

い
え
ば
、
自
転
車
を
活
用
し
た
観
光
周
遊

の
こ
と
。
訪
れ
た
地
域
を
自
転
車
で
周
る

こ
と
で
、
地
元
の
旧
跡
や
名
所
、
自
然
、グ

ル
メ
な
ど
を
自
分
の
目
的
に
合
わ
せ
て
巡

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

日
本
政
府
も
、「
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

を
積
極
的
に
推
進
し
て
お
り
、
平
成
28
年

の『
自
転
車
活
用
推
進
法
』の
成
立
を
契

機
に
、
国
土
交
通
省
は
自
転
車
を
活
用
し

た
観
光
地
域
づ
く
り
を
有
望
な
「
体
験

型
観
光
」
で
あ
る
と
し
て
、
各
自
治
体
や

ち
ょ
う
ど
い
い
ス
ロ
ー
な
自
転
車
の
旅
で
本
物
を
体
感
す
る

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

団
体
の
活
動
を
応
援
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
流
れ
の
中
、
兵
庫
県
の
朝
来

市
で
も
、
市
と
観
光
協
会
が
中
心
と
な
っ

て
、「
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
力
を
入
れ

て
い
る
。

　

今
回
は
こ
れ
ま
で
の
旅
行
体
験
と
は
違

う
周
遊
観
光
の
新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
探
っ
て
み
た
。

　

朝
来
市
と
朝
来
市
観
光
協
会
で
は
約

３
年
前
か
ら
「
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に

可
能
性
を
感
じ
、
２
年
前
か
ら
商
品
化
を

促
進
、
サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト
で
地
元
の
機
運

を
盛
り
上
げ
る
な
ど
、
土
台
づ
く
り
を
進

め
て
き
た
。

　

こ
と
の
起
こ
り
は
同
市
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
と
し
て
活
躍
す
る
南
ア
フ
リ
カ

出
身
の
双
子
の
兄
弟
、
ケ
ビ
ン
・
ネ
ル
さ
ん

と
レ
ハ
ン
・
ネ
ル
さ
ん
の
提
案
が
き
っ
か
け
で

あ
っ
た
。

　

元
々
、
ケ
ビ
ン
さ
ん
は
姫
路
、
レ
ハ
ン
さ

ん
は
札
幌
で
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
語
指
導
助
手
）

を
し
て
い
た
が
、
ケ
ビ
ン
さ
ん
が
友
人
の
案

内
で
朝
来
市
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
訪
れ
た

際
、
竹
田
城
跡
や
生
野
銀
山
、
神
子
畑
選

自転車を活用して

魅力ある観光を

 特集・タジマデザイン

朝来市

そ
の

土
地

の

風を感じ

地
元

の

人とふれあう

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は

き
っ
か
け
は
ネ
ル
兄
弟
の
提
案

電動アシストが付いた電動アシストが付いた
E-バイクなのでE-バイクなので

坂道でも負荷が少ない。坂道でも負荷が少ない。
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サイクリングツアーでは、人とのふれ
あいを第一に、ありのままの朝来の魅
力を体験できるようなプログラムが組
まれている。外国人ならではのネル兄
弟の視点を取り入れたガイドに加え、
地元のおじちゃんやおばちゃんたちの
裏話なども聞ける。インバウンドの来
訪客からも、文化や食など本物の日本
体験ができると評判が高い。

令和4年12月に道の駅あさご内にオープンした「サイクリングステー
ションあさご」。レンタサイクルやサイクリングガイドの受付の他、サイク
リングの休憩所としても利用が可能。営業時間：水〜金曜は11 〜17
時、土・日曜は9 〜17時／月・火曜定休／ガイド中は不在の場合あり

（写真提供：AsagoTravel&Stay）

鉱
場
跡
な
ど
の
鉱
山
遺
産
に
感
動
。
レ
ハ

ン
さ
ん
に
も
紹
介
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
の

歴
史
を
体
感
で
き
る
場
所
と
し
て
同
じ
よ

う
に
魅
了
さ
れ
、二
人
は
こ
の
地
で
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
感
じ
、
令
和
２
年
８

月
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し
て
活

動
を
始
め
た
と
い
う
。

　
「
二
人
と
も
朝
来
市
の
観
光
資
源
を

も
っ
と
Ｐ
Ｒ
で
き
る
、活
用
し
な
い
の
は
も
っ

た
い
な
い
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。
二
人
の
趣

味
が
サ
イ
ク
リ
ン
グ
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
自
転
車
を
活
用
し
た
観
光
ツ
ア
ー

で
地
域
に
貢
献
で
き
る
と
二
人
は
考
え
ま

し
た
」
と
話
す
の
は
、
ネ
ル
兄
弟
の
活
動
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
朝
来
市
観
光
協
会
の
吉
原

剛
史
事
務
局
長
。

　

魅
力
あ
る
観
光
資
源
の
他
に
、
兵
庫
県

の
中
央
に
位
置
す
る
朝
来
市
は
京
阪
神
と

い
っ
た
大
都
市
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
も
よ
く
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
需
要
が
見
込
め
る
こ
と
も

大
き
な
要
因
だ
っ
た
と
い
う
。

　
一
方
で
、
観
光
振
興
を
担
う
立
場
か
ら

も
、「
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
は
大
き
な

可
能
性
が
あ
る
と
話
す
。

　
「
朝
来
市
に
限
ら
ず
、
但
馬
に
お
い
て
二

次
交
通
は
観
光
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
特
に
電
車
で
の
移
動
が
メ
イ
ン
と

な
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
狙
う
た
め
に
は
、
駅

に
降
り
て
か
ら
の
移
動
手
段
は
喫
緊
の
課

題
で
す
。
し
か
し
、
自
転
車
で
の
移
動
な
ら

ば
大
き
な
コ
ス
ト
や
時
間
を
か
け
ず
に
、
市

内
を
周
遊
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
今
ま
で
移
動
手
段
が
な
く
て
市
内
の

観
光
地
を
周
り
切
れ
な
か
っ
た
観
光
客

も
、
自
転
車
な
ら
長
距
離
の
移
動
も
可
能

で
、
朝
来
市
の
魅
力
を
思
う
存
分
に
堪
能

し
て
も
ら
え
る
と
思
い
ま
し
た
」
と
、
吉
原

事
務
局
長
。

　

ケ
ビ
ン
さ
ん
は
、
道
の
駅
あ
さ
ご
内
に

「
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
拠
点
と
な
る

「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
あ
さ
ご
」
の

開
設
に
携
わ
り
、
さ
ら
に
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ツ
ア
ー
と
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
提
供
す
る

「
Ａ
s
a
g
o　

Ｃ
y
c
l
i
n
g
」
を

立
ち
上
げ
て
、
朝
来
市
で
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
と

し
て
の一
歩
を
歩
み
始
め
た
。

　
「
自
転
車
は
あ
く
ま
で
も
移
動
手
段
、

自
転
車
を
こ
ぐ
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
し
な
が
ら
、
市
内
の
魅
力

を
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
」
と
、

吉
原
事
務
局
長
は
話
す
。

　
「
地
域
を
味
わ
う
」を
テ
ー
マ
に
、ツ
ア
ー

で
は
地
元
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い
や
体
験
を

盛
り
込
み
、「
ま
た
朝
来
市
に
来
た
い
、
あ

の
人
に
会
い
た
い
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
ツ

ア
ー
作
り
に
注
力
し
て
い
る
。

　
「
イ
ベ
ン
ト
で
あ
れ
ば
一
過
性
に
終
わ
る

こ
と
が
多
い
で
す
が
、体
験
や
人
と
の
出
会

い
を
提
供
す
る
こ
と
で
朝
来
市
の
フ
ァ
ン
に

な
っ
て
も
ら
え
ま
す
。
リ
ピ
ー
タ
ー
と
し
て

帰
っ
て
き
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
」
と
、
吉

原
事
務
局
長
は
思
い
を
巡
ら
せ
る
。

朝来市観光協会
事務局長　吉原 剛史さん

車やバイクでは
見落としてしまう場所も

サイクリングなら
楽しめるのがいいところ！

思わぬ景色や
地元の人との出会いを

　ぜひ体感してください。

T A J I M A
D E S I G N
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不
便
を
楽
し
む
と
い
う
逆
転
の
発
想

で
、
観
光
の
課
題
を
解
決
し
よ
う
と
い
う

新
た
な
取
り
組
み
。
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー

で
は
、
生
野
鉱
山
町
を
巡
る
コ
ー
ス
と
、
生

野
か
ら
神
子
畑
間
を
巡
る
鉱
石
の
道
コ
ー

ス
の
２
種
類
を
メ
イ
ン
に
提
供
。
本
物
と

出
会
え
る
ス
ロ
ー
な
旅
を
提
案
し
て
い
る
。

　
「
電
動
ア
シ
ス
ト
付
き
の
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ

プ
の
自
転
車
で
あ
る
Ｅ
ー
バ
イ
ク
を
使
用

し
て
い
る
の
で
、
普
段
自
転
車
に
乗
り
慣

れ
て
い
な
い
人
で
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

身
長
制
限
が
あ
る
た
め
、
中
学
生
以
上
か

ら
と
は
な
り
ま
す
が
、
70
歳
の
方
が
参
加

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
気
軽
に
参
加
し
て

欲
し
い
で
す
ね
」
と
、
吉
原
事
務
局
長
。

　

時
速
25
キ
ロ
以
上
出
す
と
、
電
動
ア
シ

ス
ト
が
切
れ
る
よ
う
な
設
定
と
な
っ
て
お

り
、
自
転
車
上
級
者
と
初
心
者
が
一
緒
に

ツ
ー
リ
ン
グ
し
て
も
、
距
離
の
差
が
つ
か
ず
、

「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
を
運
行
す
る
上
に

お
い
て
電
動
自
転
車
は
最
適
」
と
話
す
。

　

今
後
は
あ
さ
ご
芸
術
の
森
を
巡
る
コ
ー

ス
や
農
家
と
の
ふ
れ
あ
い
を
メ
イ
ン
に
し
た

コ
ー
ス
な
ど
を
提
供
す
る
予
定
。「
サ
イ
ク

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

今
ま
で
は
実
現
で
き
な
か
っ
た
周
遊
コ
ー
ス

を
開
拓
す
る
こ
と
が
で
き
、
観
光
の
幅
が

広
が
っ
た
そ
う
だ
。
市
内
に
２
軒
あ
る
酒

蔵
と
コ
ラ
ボ
し
た
企
画
も
実
現
し
た
い
と

話
し
、
飲
酒
運
転
に
な
ら
な
い
よ
う
に
ツ

ア
ー
を
組
め
な
い
か
と
頭
を
悩
ま
せ
る
。

　

ネ
ル
兄
弟
の
レ
ハ
ン
さ
ん
は
、「
旧
生
野

鉱
山
職
員
宿
舎
（
甲
社
宅
）
」
で
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス「
Ｉ
Ｋ
Ｕ
Ｎ
Ｏ 

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｙ
」の
運
営
に

従
事
。
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
拠
点
に
、
ケ
ビ
ン

さ
ん
が
ガ
イ
ド
す
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー

と
連
携
し
た
１
泊
２
日
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
Ａｓａｇ
ｏ
で
暮
ら
す
旅
」
を
兄
弟
で
支

え
、
観
光
振
興
の一
翼
を
担
っ
て
い
る
。

　
「
課
題
は
受
け
入
れ
体
勢
の
充
実
。
需

要
が
あ
っ
て
も
担
い
手
不
足
で
、
活
動
に
賛

同
し
て
く
れ
る
仲
間
が
必
要
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ガ
イ
ド
に
よ
っ
て
ツ
ア
ー
の

良
し
悪
し
も
変
わ
り
ま
す
。
ガ
イ
ド
力
が

向
上
す
る
よ
う
二
人
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

き
た
い
」
と
、
吉
原
事
務
局
長
は
語
っ
た
。

　

風
や
草
花
の
匂
い
な
ど
を
五
感
で
感

じ
、
自
分
の
足
で
巡
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ

ア
ー
は
必
ず
記
憶
に
残
る
と
の
こ
と
。
本

物
の
体
験
が
そ
こ
に
は
待
っ
て
い
る
。

あ
り
の
ま
ま
の
観
光
を
楽
し
む

暮
ら
す
よ
う
に
旅
を
す
る

新
し
い
観
光
ス
タ
イ
ル
を
提
案

サイクリングツアーと連携した１泊２日の体験プログラム「Ａｓａｇｏで暮らす旅」は、2025年大
阪・関西万博に向けた兵庫県のSDGs（持続可能な開発目標）体験プログラム「ひょうごフィー
ルドパビリオン」のひとつにも認定されている。

但馬でも少なくなった酒蔵が市内に２軒もある朝来市。
日本固有の文化遺産「日本酒」を観光資源として活かそ
うと、新たな観光プログラムの開発が進められている。

（写真提供：AsagoTravel&Stay）

カラオケルーム
Minori-land 
オープン！

NASA TERRACE
みのりの森

ゆっくりくつろぎたのしんでください

兵庫県豊岡市宮井1230

こうのとり風土
わくわくファーム
こうのとり風土
わくわくファーム

綿田牧場・豊岡産牛肉の販売綿田牧場・豊岡産牛肉の販売

9:00～16:00

無人野菜販売

地元新鮮野菜・卵販売

Tel.080-44809293
ボディケアサロン Lavie

技術力と症状改善の高さに
自信あり！

奈佐
小学校

至 但馬空港

至 竹野

至 豊岡
市街地

福田西

NASA TERRACE
みのりの森

ピーターパンの
ドーナツ販売
香住のお魚販売

ひおりの色

【定休日】月・火曜日　
【営業時間】9:00～16:00

カフェ、お菓子、ハンドメイド作品や
アンティーク雑貨など販売。
レンタルスペースもあります。
【定休日】月・火曜日　
【営業時間】9:00～16:00

みのりの木

【定休日】月・火曜日
【営業時間】平日 10:00～16:00、
　　　　　  土日祝 9:00～16:00

リサイクル品、日用雑貨、器、家具、
地元野菜など販売
【定休日】月・火曜日
【営業時間】平日 10:00～16:00、
　　　　　  土日祝 9:00～16:00

【定休日】月・火曜日
【営業時間】平日 10:00～17:00 最終受付 16:00、
　　　　　  土日祝 9:00～17:00 最終受付 16:00

【定休日】月・火曜日
【営業時間】平日 10:00～17:00 最終受付 16:00、
　　　　　  土日祝 9:00～17:00 最終受付 16:00

※営業日・営業時間は変わることがございます。
ご予約・お問い合わせは 080-2541-0998（みのりの木）まで
※営業日・営業時間は変わることがございます。
ご予約・お問い合わせは 080-2541-0998（みのりの木）まで こうのとり風土セントラルファーム

コロッケバーガー好評発売中！

不定休

土日
営業

不定休

第３土曜
営業
第３土曜
営業
第３土曜
営業
第３土曜
営業
第３土曜
営業
第３土曜
営業
第３土曜
営業

土曜
販売

ひとり
カラオケ
大歓迎！
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D E S I G N

　
「
ポ
タ
リ
ン
グ
」
と
は
、
気
の
合
う
仲
間

や
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
、
自
転
車
で
散
歩
す
る
よ

う
に
、
ゆ
っ
く
り
走
る
こ
と
。
の
ん
び
り
、

気
ま
ま
が
ポ
タ
リ
ン
グ
の
魅
力
だ
。

　

新
温
泉
町
の
七し

ち
か
ま釜

温
泉
旅
館
組
合
で

は
、
冬
場
の
カ
ニ
シ
ー
ズ
ン
以
外
の
宿
泊
客

を
増
や
そ
う
と
、
昨
年
の
６
月
、
町
民
に

先
行
割
引
で
ポ
タ
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
を
企
画
。

夏
か
ら
は一
般
向
け
に
も
販
売
を
開
始
し
、

温
泉
や
カ
ニ
だ
け
じ
ゃ
な
い
、
新
温
泉
町
の

大
自
然
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
る
。

　

コ
ー
ス
は
チ
ェッ
ク
イ
ン
後
と
、
チ
ェッ
ク
ア

ウ
ト
後
の
２
プ
ラ
ン
を
用
意
。
七
釜
温
泉

を
出
発
し
て
居い

ぐ
み組

「
七な

な
さ
か
や
と
う
げ

坂
八
峠
展
望
台
」

を
目
指
す
全
長
約
24
キ
ロ
の
ロ
ン
グ
コ
ー
ス

と
、
諸も

ろ
よ
せ寄
「
城
山
園
地
」
を
目
指
す
全
長

約
14
キ
ロ
の
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
が
あ
り
、
絶

景
の
夕
日
が
目
玉
に
な
っ
て
い
る
。

　

通
常
の
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
に
対
し

［所］兵庫県美方郡新温泉町七釜
［期］4月〜10月　［対象］中学生以上
［料］日本海海岸線コース：1人7,500円〜
　　浜坂・諸寄コース：1人6,000円〜
［問］七釜ポタリング部7kama.activation@gmail.com
※ポタリングツアーの予約は予約サイト「アソビュー」から
　申込み受け付け。https://www.asoview.com

PICKUP
新温泉町七釜温泉発
地元ガイド付き
ポタリングツアー

新温泉町の海岸線、山や田んぼなどの日本の原風景、汽車が走る風景を楽しみながらゆっくりと走る。

（上）七坂八峠展望台からの絶景
（中）浜坂の歴史ある町並みをポタリング
（下）E-バイクは負荷の少ない電動アシスト付き

新
温
泉
町
を
自
転
車
で
ポ
タ
リ
ン
グ
！

歴
史
あ
る
町
並
み
と
絶
景
の
夕
日
と
出
会
う

て
ス
ポ
ー
ツ
走
行
が
可
能
な
Ｅ
ー
バ
イ
ク
を

導
入
し
て
い
る
の
で
、
坂
道
も
ラ
ク
ラ
ク
登

る
こ
と
が
で
き
、
初
心
者
で
も
安
心
だ
。

　

長
時
間
で
の
走
行
で
も
疲
れ
を
感
じ
に

く
い
の
が
特
徴
で
、
海
、
山
、
川
と
自
然
に

恵
ま
れ
た
新
温
泉
町
を
ゆ
っ
た
り
と
見
て

周
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ガ
イ
ド
は
全
員
、
新
温
泉
町
在
住
の
地

元
ガ
イ
ド
が
務
め
、
道
中
は
見
ど
こ
ろ
の

紹
介
は
も
ち
ろ
ん
、ロ
ー
カ
ル
情
報
を
交

え
た
ト
ー
ク
で
楽
し
く
案
内
し
て
く
れ
る
。

　

料
金
に
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
リ
ュッ
ク
サ
ッ
ク
、

レ
イ
ン
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
と
い
っ
た
レ
ン
タ
ル
料
の

他
、
ド
リ
ン
ク
や
七
釜
温
泉
「
ゆ
～
ら
く

館
」
入
浴
券
も
付
い
て
い
る
の
で
、
ポ
タ
リ

ン
グ
の
後
は
温
泉
で
の
ん
び
り
疲
れ
を
癒

す
こ
と
も
可
能
だ
。

　

こ
の
春
は
大
自
然
を
体
感
す
る
ポ
タ
リ

ン
グ
ツ
ア
ー
に
出
か
け
て
み
よ
う
！

　

7
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但
馬
に
春
を
告
げ
る
奇
祭「
お
走
り
祭

り
」。
見
せ
場
の
1
つ
で
あ
る「
練
り
合
わ

せ
」が
行
わ
れ
る
養
父
市
建た

き
の
や屋
に
、
祭
り
に

ち
な
ん
だ
巻
き
寿
し
が
あ
る
。
周
辺
の
主

婦
を
中
心
と
し
た「
建
屋
・
三
谷
村
お
こ
し

協
力
隊
」が
作
る「
ち
ょ
ん
ま
げ
寿
し
」だ
。

　

ユ
ニ
ー
ク
な
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
、商
品
開
発

を
手
が
け
た
建
屋
校
区
自
治
協
議
会
主
事

の
谷
野
和
子
さ
ん
に
よ
る
も
の
。

　
「
斎
い
つ
き

神
社
に
奉
納
さ
れ
て
い
る
絵
馬
に
描

か
れ
た
、
ち
ょ
ん
ま
げ
姿
で
お
走
り
祭
り
を

行
う
様
子
に
ち
な
み
ま
し
た
。
お
走
り
祭
り

は
、
地
区
の
垣
根
を
超
え
て
盛
り
上
が
れ
る

大
切
な
お
祭
り
な
ん
で
す
」と
谷
野
さ
ん
。

vol.44

他にも特産品である朝倉山椒入り、いなり寿し、助六寿し
などバリエーションがある。頭に巻き寿しを乗せたキャラ
クターイラストは谷野さん作。

　

甘
辛
さ
が
特
徴
で
あ
る
田
舎
風
の
味
付

け
は
、
以
前
、
同
地
区
の
婦
人
会
が
作
っ

て
い
た
巻
き
寿
し
が
元
に
な
っ
て
い
る
。

　

商
品
化
の
た
め
大
き
く
変
え
た
の
は
具

材
の
サ
イ
ズ
だ
。
新
鮮
な
卵
を
使
っ
た
厚

焼
き
卵
は
６
層
も
の
厚
み
が
あ
り
、
酢
飯

の
両
端
か
ら
ド
ン
と
は
み
出
し
て
い
る
。

　

椎
茸
は
肉
厚
な
も
の
を
谷
野
さ
ん
が
自

ら
選
別
。
市
内
で
製
造
さ
れ
た
醤
油
で
２

〜
３
日
じ
っ
く
り
と
煮
込
ま
れ
、
噛
む
た

び
に
香
り
と
旨
味
が
口
の
中
に
広
が
る
。

よ
り
美
味
し
く
し
よ
う
と
地
場
食
材
を
巻

き
込
む
う
ち
に
、
ど
ん
ど
ん
具
が
大
き
く

な
っ
て
い
っ
た
と
谷
野
さ
ん
は
笑
う
。

　

２
０
２
０
年
の
販
売
開
始
か
ら
口
コ
ミ

で
人
気
が
広
が
り
、
イ
ベ
ン
ト
で
は
30
分
で

売
り
切
れ
る
こ
と
も
。
手
巻
き
の
た
め
予

約
数
が
多
い
と
深
夜
か
ら
の
作
業
に
な
る

が
、「
楽
し
い
か
ら
頑
張
れ
る
」と
メ
ン
バ
ー

は
笑
顔
だ
。
寿
し
を
求
め
て
建
屋
を
訪
れ

る
人
も
増
え
て
い
る
。

　

事
務
局
長
の
藤
原
隆
夫
さ
ん
は「
こ
こ
に

は
目
立
っ
た
観
光
資
源
こ
そ
少
な
い
が
、

“
何
も
な
い
”
と
い
う
素
朴
な
良
さ
が
あ
り

ま
す
」と
教
え
て
く
れ
た
。

　

建
屋
の
美
味
し
い
空
気
と
水
は
、
ち
ょ

ん
ま
げ
寿
し
の
懐
か
し
い
味
に
合
う
こ
と

う
け
あ
い
。
い
ざ
参
ろ
う
。

Ippin
但馬
の隠れた逸品

｜　 建屋・三谷村おこし協力隊 の ちょんまげ寿し 　｜

懐かしく優しい味わい。
噂の巻き寿し 参上でござる

it
ad
ak
im
as

u

■建屋校区自治協議会 【養父市】
［所］養父市建屋２０９　［営］第2・4 金曜  
［時］11 〜16 時（売り切れ次第終了）
［問］079-666-0272
takinoya-ko@zeus.eonet.ne.jp
売り切れ多数のため月曜までに電話予約を。

販売日は
のぼりが

目印！
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６
次
産
業
化
と
は
、
農
林
漁
業
な
ど
の

１
次
産
業
者
が
、
規
格
外
を
含
む
生
産
物
の

価
値
を
加
工
に
よ
り
高
め
、
新
た
な
付
加
価

値
を
生
み
出
し
、
流
通
・
販
売
ま
で
一
貫
し

て
行
う
取
り
組
み
の
こ
と
。「
朝
倉
山さ

ん
し
ょ椒
」

の
食
品
加
工
で
そ
れ
を
行
な
う
の
が
、
朝
来

市
に
あ
る
合
同
会
社
イ
マ
ジ
ネ
だ
。

　

会
社
設
立
は
２
０
２
０
年
月
４
月
。
代

表
の
藤
原
雅
晃
さ
ん
は
、
規
格
外
生
産
物

で
の
６
次
化
を
通
じ
、
１
次
産
業
を
活
性

化
さ
せ
よ
う
と
意
気
込
ん
で
い
た
が
、
第

１
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
で
製
造
ラ
イ
ン

が
止
ま
る
な
ど
社
会
は
冷
え
込
ん
で
い

た
。
そ
ん
な
時
、
藤
原
さ
ん
の
頭
に
思
い

浮
か
ん
だ
の
が
、
小
規
模
な
が
ら
栽
培
を

行
な
っ
て
い
た
朝
倉
山
椒
だ
。

　
「
い
つ
か
は
栽
培
面
積
を
拡
大
し
よ
う
と

考
え
て
い
ま
し
た
が
、
立
ち
止
ま
っ
た
お
か

げ
で
価
値
に
気
づ
き
、
軌
道
修
正
を
行
う

き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
」と
振
り
返
る
。

　

イ
マ
ジ
ネ
で
は
朝
倉
山
椒
と
県
内
の
生

産
物
を
コ
ラ
ボ
さ
せ
、
開
発
コ
ン
セ
プ
ト

や
た
た
き
台
と
な
る
レ
シ
ピ
を
作
成
。
そ

れ
を
元
に
製
造
委
託
業
者
と
タ
ッ
グ
を
組

み
、
あ
り
そ
う
で
な
か
っ
た
新
し
い
価
値

を
持
っ
た
商
品
を
生
み
出
し
続
け
て
い
る
。

　
「
五
つ
星
ひ
ょ
う
ご
」
に
も
選
定
さ
れ

た
、
八
鹿
豚
を
使
っ
た
肉
味
噌「
ぴ
り
と
ん

み
そ
」で
は
、
収
穫
時
期
を
２
週
間
程
度
遅

ら
せ
た
実
を
乾
燥
さ
せ
て
使
用
し
た
。

　
「
従
来
、
実
山
椒
の
収
穫
は
約
１
週
間
〜

１０
日
と
い
う
短
期
間
作
業
の
た
め
、
栽
培

面
積
拡
大
に
限
界
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
れ
な
ら
収
穫
期
を
延
長
で
き
ま
す
。

佃
煮
な
ど
に
は
適
さ
な
く
な
っ
た
実
山
椒

も
、
美
味
し
く
加
工
で
き
ま
す
よ
」と
藤
原

さ
ん
は
教
え
て
く
れ
た
。

　

ま
た
、
百
貨
店
や
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
を

中
心
と
し
た
物
産
展
に
も
積
極
的
に
参

加
。
ど
ん
ど
ん
販
路
を
拡
大
し
て
い
る
。

こ
の
広
が
り
は
、
藤
原
さ
ん
の
熱
い
思
い

が
バ
イ
ヤ
ー
に
届
い
た
結
果
だ
ろ
う
。

　
「
商
品
の
背
景
ま
で
興
味
を
持
っ
て
い

た
だ
き
、
但
馬
を
応
援
し
て
く
れ
て
い
る

多
く
の
方
に
商
品
を
届
け
た
い
」と
、
藤
原

さ
ん
。
朝
倉
山
椒
と
と
も
に
踏
み
出
し
た

歩
み
は
、
こ
れ
か
ら
も
止
ま
ら
な
い
。

6
次
産
業
化
へ
の
挑
戦
！
　
朝
倉
山
椒
の
新
た
な
価
値

■合同会社イマジネ　
［所］兵庫県朝来市和田山町林垣1248　［問］050-3554-3400
自社で栽培した朝倉山椒を使ったオリジナル食品を製造販売している。運営して
いる通販サイトでは、他企業による但馬の特産品も扱っている。

〜但馬が誇る企業の現場に密着〜

vol.21

オリジナル商品は
こちらで

購入可能！

藤原さんは「商品は完成して終わりではなく、消費が拡大
してこそ目的の達成となります。但馬の1次産業の活性
化に努めたい」と語る。そのためには開発から流通まで、
継続した流れで行うビジネスが
必要とのこと。

朝 倉 山 椒 は
400 年 以 上
の歴史をもち、他の山椒に
比べ柑橘系の爽やかな香
りが特徴。青い実は春に摘
み取り、秋まで枝で完熟せ
た赤い実は粉山椒となる。

「朝倉山椒独特の爽やかな香りを維持する
のに、特に気を配った」と藤原さん。子どもの
リピーターも多いとか。

イベント販 売の
様子。
多 い 時 期 は、毎
週 末イベント出
展することも。

通販サイト「美食但馬ドットコム」では、
地域を盛り上げるため但馬内の生産者
を紹介するコーナーもある。情報発信
や、販路の入り口を探している生産者の
プラットホームを担っている。
https://www.bishokutajima.com/



新温泉町丹
た ん

土
ど

山
あ
い
の
峠
を
越
え
る
と
、

そ
こ
は
ま
る
で
別
世
界
！

す
り
鉢
上
の
盆
地
に
広
が
る

の
ど
か
な
田
園
風
景
と

清
水
が
湧
く
丹
土
を
歩
く
。

之
さ
ん
と一
緒
に
集
落
を
裏
路
地
探
険
。

　

ま
ず
案
内
い
た
だ
い
た
の
が
、
村
の
シ
ン

ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
「
丹
土
清
水
」。
上
水

と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
人
々

が
集
ま
る
憩
い
の
場
で
あ
っ
た
。

　
「
こ
の
清
水
に
は
蛤

は
ま
ぐ
りの

面
白
い
話
が
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
は
直
径
約
５
ミ
リ

の
蛤
に
似
た
白
い
二
枚
貝
が
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
淡
水
に
蛤
は
お
か
し
い
と
、
大
正
時

代
に
京
都
大
学
の
上
治
博
士
に
鑑
定
を

依
頼
し
た
と
こ
ろ
、マ
メ
シ
ジ
ミ
だ
と
分
か

り
、
博
士
の
名
を
取
っ
て
ウ
エ
ジ
マ
メ
シ
ジ
ミ

と
命
名
さ
れ
ま
し
た
」と
語
る
杉
岡
区
長
。

　

本
来
海
に
い
る
は
ず
の
蛤
が
い
た
こ
と

か
ら
、
照
来
の
七
不
思
議
と
し
て
語
り
継

が
れ
て
き
た
そ
う
だ
。

　
「
太
古
の
火
山
活
動
の
名
残
か
ら
か
、

地
区
内
に
は
清
水
が
あ
ち
こ
ち
で
湧
き
出

て
い
ま
す
。
イ
モ
リ
が
生
息
す
る
き
れ
い
な

水
は
集
落
の
自
慢
で
す
ね
」
と
、
杉
岡
区

長
は
話
す
。

　

丹
土
清
水
を
後
に
し
て
坂
道
を
上
っ
て

い
く
と
、「
萬
福
寺
の
鐘
楼
跡
」
に
た
ど
り

着
く
。
そ
の
昔
こ
の
場
所
に
は
、
九
尺
四

方
の
鐘
楼
が
建
っ
て
お
り
、
大
き
な
梵
鐘

が
吊
り
下
げ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
前
を
通

り
過
ぎ
る
人
が
、
時
間
に
関
係
な
く
鳴
ら

す
の
で
、「
丹
土
の
阿
呆
鐘
」
と
い
わ
れ
て

親
し
ま
れ
て
い
た
そ
う
だ
。

　

今
は
礎
石
の
み
が
残
る
が
、
集
落
を
見

渡
せ
る
高
台
に
位
置
す
る
こ
の
場
所
に
立

　

国
道
９
号
か
ら
山
陰
の
名
湯
・
湯
村
温

泉
に
入
り
、
県
道
を
南
へ
約
２
キ
ロ
ほ
ど

上
る
と
そ
こ
は
ま
る
で
別
世
界
。
急
峻
な

峠
道
を
抜
け
た
先
に
は
、
標
高
３
５
０

メ
ー
ト
ル
、
盆
地
状
に
広
が
る
照て

ら
ぎ来

高
原

の
美
し
い
田
園
風
景
が
迎
え
て
く
れ
る
。

　

四
方
を
愛あ

た
ご
や
ま

宕
山
や
草く

さ
ぶ
と
や
ま

太
山
な
ど
の

山
々
に
囲
ま
れ
、
す
り
鉢
の
よ
う
な
地
形

か
ら
照
来
盆
地
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

照
来
盆
地
は
、
今
か
ら
３
０
０
万
年
前

に
で
き
た
照
来
カ
ル
デ
ラ
の
内
側
に
堆
積

し
た
泥
や
砂
な
ど
で
で
き
た
地
質
の
た
め
、

地
す
べ
り
地
帯
と
し
て
知
ら
れ
る
。
地
す

べ
り
に
よ
る
緩
斜
面
は
棚
田
と
し
て
利
用

さ
れ
て
お
り
、
古
く
か
ら
稲
作
を
中
心
に

人
々
の
営
み
が
行
わ
れ
て
き
た
。

　

盆
地
の
中
央
に
位
置
す
る
丹た

ん
ど土

地
区

は
、
明
治
の
町
村
制
に
よ
り
７
つ
の
村
が

合
併
し
て
で
き
た
照
来
村
の
役
場
が
一
時

置
か
れ
、
当
時
は
中
心
だ
っ
た
地
区
。

　

照
来
ス
キ
ー
場
が
か
つ
て
あ
っ
た
こ
と
か

ら
最
盛
期
に
は
民
宿
が
10
軒
ほ
ど
あ
り
、

現
在
も
但
馬
牧
場
公
園
や
ス
キ
ー
場
の
入

り
口
に
あ
た
り
、
観
光
業
も
盛
ん
で
あ
る
。

　

名
和
牛
・
但
馬
牛
の
ふ
る
里
と
し
て
も

有
名
で
、
田
畑
の
耕
作
の
た
め
に
但
馬
牛

は
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
昔
は
ど
の
家

に
も
玄
関
の
横
に
牛
の
飼
育
ス
ペ
ー
ス
で
あ

る
厩ま

や

が
あ
り
、
ひ
と
つ
屋
根
の
下
で
人
と

牛
が
寝
泊
り
し
て
い
た
そ
う
だ
。

　

公
民
館
を
起
点
に
、
区
長
の
杉
岡
富

豪雪地帯ということもあり、豪雪地帯ということもあり、
梁や柱がしっかりした家が梁や柱がしっかりした家が
多い。石州瓦の赤茶色の屋多い。石州瓦の赤茶色の屋
根が山陰の雪国の雰囲気を根が山陰の雪国の雰囲気を
醸し出している。醸し出している。

県立但馬牧場公園県立但馬牧場公園
但馬牧場公園スキー場但馬牧場公園スキー場

愛宕山愛宕山

公民館公民館
毎年お盆に「丹土毎年お盆に「丹土
はねそ踊」が踊らはねそ踊」が踊ら
れる。れる。

丹土清水丹土清水

お地蔵さんお地蔵さん

供養塔供養塔

至県道至県道

「丹土はねそ踊」は戦国時代、豪族が我が家、我「丹土はねそ踊」は戦国時代、豪族が我が家、我
が身を守るため、家の子郎党に剣術を教えたことが身を守るため、家の子郎党に剣術を教えたこと
に由来する。2人、あるいは3人1組となって踊りをに由来する。2人、あるいは3人1組となって踊りを
披露し、槍・懐刀・刀・なぎなたを手にして、太鼓披露し、槍・懐刀・刀・なぎなたを手にして、太鼓
とお囃子にあわせて演ずる。とお囃子にあわせて演ずる。
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て
ば
、
鐘
を
鳴
ら
し
て
み
た
く
な
る
の
も

分
か
る
気
が
す
る
。

　

こ
こ
か
ら
さ
ら
に
山
側
に
入
っ
て
い
く

と
、
氏
神
で
あ
る
熊
野
神
社
が
佇
む
。
境

内
に
は
杉
や
イ
チ
ョ
ウ
な
ど
の
巨
木
が
立

ち
並
び
、
荘
厳
な
社
叢
を
創
り
出
す
。
平

安
時
代
に
建
立
さ
れ
た
と
伝
わ
り
、
八
幡

神
社
も
合
祀
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
社

殿
に
は
刀
の
オ
ブ
ジ
ェ
も
飾
ら
れ
て
い
る
。

　

神
社
の
す
ぐ
隣
に
は
「
本
覚
寺
薬
師

堂
」
が
あ
り
、
本
尊
は
立
派
な
も
の
で
、

両
脇
の
仁
王
像
と
と
も
に
古
の
雰
囲
気

を
今
に
伝
え
て
い
る
。

　

神
社
か
ら
坂
道
を
下
っ
て
集
落
内
に
入

る
と
、
梁
の
立
派
な
し
っ
か
り
し
た
家
々
が

目
に
留
ま
る
。
冬
場
は
但
馬
で
も
雪
の
多

い
豪
雪
地
域
で
あ
り
、
頑
丈
さ
を
も
つ
石

州
瓦
の
赤
茶
色
の
屋
根
と
相
ま
っ
て
、
雪

国
特
有
の
景
観
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

　
「
子
ど
も
の
頃
は
大
雪
で
２
階
か
ら
出

入
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
冬
は
杜

氏
、
蔵
人
と
し
て
、
酒
造
り
の
出
稼
ぎ
に

行
く
人
が
多
か
っ
た
で
す
ね
」
と
、
杉
岡
区

長
は
話
し
て
く
れ
た
。

　

お
盆
に
は
、
県
無
形
民
俗
文
化
財
で
あ

る
「
丹
土
は
ね
そ
踊
」
が
、
公
民
館
前
で

踊
ら
れ
る
。
剣
術
を
元
に
し
て
歌
舞
伎
の

音
曲
を
取
り
入
れ
た
踊
り
は
俊
敏
で
、
但

馬
で
も
珍
し
い
民
俗
芸
能
。
毎
夏
の
恒
例

行
事
で
あ
り
、
最
後
の
踊
り
で
は
帰
省
客

も
飛
び
入
り
参
加
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自

由
に
仮
装
し
て
盛
り
上
が
る
そ
う
だ
。

　
「
丹
土
を
見
渡
す
な
ら
草
太
山
の
中
腹

か
ら
眺
め
る
の
が一
番
。
か
つ
て
カ
ル
デ
ラ
湖

だ
っ
た
照
来
盆
地
の
美
し
い
田
園
風
景
と

山
々
を
ぜ
ひ
見
て
欲
し
い
」
と
、
最
後
に

区
長
は
教
え
て
く
れ
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
新
緑
の
香
る
季
節
。
爽
や

か
な
高
原
の
風
に
吹
か
れ
て
、の
ん
び
り
と

訪
れ
て
み
た
い
。

　

区長さんおすすめの草太山からの眺め。中央に見えるのが愛宕山と但馬牧場公園で、そのすそ野に丹土地区が広がる。区長さんおすすめの草太山からの眺め。中央に見えるのが愛宕山と但馬牧場公園で、そのすそ野に丹土地区が広がる。
照来盆地の美しい風景が見渡せ、地形の成り立ちがひと目で分かる。照来盆地の美しい風景が見渡せ、地形の成り立ちがひと目で分かる。

集落の氏神である熊野神社。丹土では10組にまと集落の氏神である熊野神社。丹土では10組にまと
められ、毎日当番が旗を持ってお参りする日参が今められ、毎日当番が旗を持ってお参りする日参が今
でも行われている。昔は大きな旗を担いでお参りしでも行われている。昔は大きな旗を担いでお参りし
ていたが、現在は小さな旗へと変わっている。ていたが、現在は小さな旗へと変わっている。

集落の中央に位置する「丹土清水」。今集落の中央に位置する「丹土清水」。今
でもきれいな湧水が流れ出ている。かつでもきれいな湧水が流れ出ている。かつ
ては生活用水として利用され、住民のコては生活用水として利用され、住民のコ
ミュニティの場であった。洗い場（左）もミュニティの場であった。洗い場（左）も
あり、洗い物や洗濯も行われていたといあり、洗い物や洗濯も行われていたとい
う。現在は主に防火用水として使用されう。現在は主に防火用水として使用され
ている。ている。

本覚寺薬師堂の趣のあるご本尊。現本覚寺薬師堂の趣のあるご本尊。現
在の薬師堂は湯村温泉にある正福寺在の薬師堂は湯村温泉にある正福寺
から移築されたもの。から移築されたもの。

集落で見つけた元左官職人の集落で見つけた元左官職人の
ご主人が趣味で作った漆喰のご主人が趣味で作った漆喰の
五重塔が並ぶ庭。表札も漆喰五重塔が並ぶ庭。表札も漆喰
で作られている。で作られている。

熊野神社熊野神社

本覚寺薬師堂本覚寺薬師堂

横尾山 萬福寺の横尾山 萬福寺の
鐘楼跡鐘楼跡

元左官職人さんの庭元左官職人さんの庭

萬福寺の萬福寺の
住職の墓住職の墓

なだからな緩斜面になだからな緩斜面に
家 が々建っている。家 が々建っている。

12月31日にしめ飾りを12月31日にしめ飾りを
神社に奉納する独特の神社に奉納する独特の
慣習が残っている。慣習が残っている。

木製の鳥居木製の鳥居
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伝
承
の
地
を
訪
ね
て

第40回

集
落
を
見
守
る
12
又
の
神
木

「
藤ふ

じ

わ和
の
大
将
軍
ス
ギ
」 ［
朝
来
市
和
田
山
町
藤
和
］

　
朝
来
市
和
田
山
町
に
あ
る
藤
和
峠
を
抜
け
る
と
、
集
落
の
入
り

口
に
ど
っ
し
り
と
し
た
巨
木
が
佇
ん
で
い
る
。
大
将
軍
ス
ギ
だ
。

　
幹
は
四
方
八
方
に
枝
分
か
れ
し
、
そ
の
数
な
ん
と
12
又
。
1
本

の
木
で
あ
る
こ
と
を
疑
い
た
く
な
る
よ
う
な
勇
壮
な
姿
を
し
て
お

り
、
樹
齢
は
推
定
6
5
0
年
以
上
に
も
な
る
。

　
こ
の
人
目
を
引
く
大
樹
に
は
、
藤
和
と
い
う
地
名
の
由
来
と
な

る
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
文
和
2
年
（
1
3
5
3
年
）、
丹
波
国
の
山
垣
城
主
で
あ
っ
た
足

立
遠と

お
ま
さ政

の
息
子
・
足
立
藤と

う
わ和

は
、
戦
を
逃
れ
て
こ
の
地
に
隠
れ
住

ん
で
い
た
。
そ
ん
な
折
、
平
家
の
落
武
者
で
あ
っ
た
藤
原
正ま

さ
つ
か司

な

る
人
物
の
墳
墓
を
見
つ
け
る
。
丹
波
足
立
家
は
藤

ふ
じ
わ
ら
の
ふ
ゆ
つ
ぐ

原
冬
嗣
を
祖
と

す
る
家
系
の
た
め
、
祖
先
と
同
じ
「
藤
原
」
の
姓
を
も
つ
人
間
が

同
じ
よ
う
に
こ
の
場
所
に
隠
れ
て
い
た
こ
と
に
強
い
因
縁
を
感

じ
、
正
司
の
墓
を
「
大
将
軍
」
と
称
し
奉
っ
た
。
そ
の
側
に
ス
ギ
の

木
を
植
え
神
木
と
し
て
崇
め
、
成
長
し
た
の
が
大
将
軍
ス
ギ
で
あ

る
と
い
う
。
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
藤
和
地
区
に
は
今

も
藤
原
姓
の
人
が
多
く
暮
ら
し
て
い
る
。

　
集
落
に
は
正
司
が
創
建
し
た
と
い
う
産

う
ぶ
す
な土

神
社
や
、
藤
原
家
を

ま
つ
っ
た
墓
標
が
残
さ
れ
て
い
る
そ
う
だ
。
古
の
神
木
は
遥
か
な

る
時
を
越
え
、
今
も
人
々
と
共
に
暮
ら
し
て
い
る
。

164 4

青谿書院

竹田城跡

至豊岡駅

至城崎温泉駅

9

若宮神社

玄武洞ミュージアム
和田山駅

竹田駅

梁瀬駅

養父駅

548

（兵主神社境内）

3

円山川

大将軍杉

136

271

483

《協力》朝来市教育委員会文化財課

葛折りの山道を越えた先に現れ
る大将軍スギ。巨大な扉は人の
背丈の倍ほどもあり、鍵がかかっ
ている。
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田舎のキムチ屋さん「MY PLACE」

金 聖愛（キム・ソンエ）さん
［Instagram］@myplace_yabu

2022年から田舎のキムチ屋さん「MY PLACE」を開業。

自家製韓国キムチやキムパ、万能ダレづくりの傍ら、韓国語

教室の講師もしている。活動の様子や、販売・イベント出店

告知などはインスタグラムにて発信中。

（告知先は変わる可能性があります）

つくりて

1 2

の話。

vol.06

但馬から “ て ” で生み出す

　韓国では、昔からキムチは家で作るもの。しか

し複数の工程が必要なため、今はその作り手も

減りつつあります。その韓国にルーツを持つ京都

市出身のキム・ソンエさんは、田舎のキムチ屋さ

ん「MY PLACE」として、但馬地域にて韓国キム

チを作るつくりてです。自家製韓国キムチを作り

始めたのは、同地域に移住してしばらくした頃。

なかなか美味しいキムチに出会えず、自分が食べ

る分だけを作り始めたのがきっかけでした。     

　「作ったキムチを知り合いに食べてもらったところ評判が良かったので、キムチ作

りのワークショップを始めました。ありがたいことにこちらも評判が良く、毎回満席

でした。それからキムチ屋を本業にしたら楽しいかも！と思うようになり、2022年

に開業し今に至ります」と教えてくれたソンエさん。

　移住当初は知り合いがおらず、ずっと自分が居心地がいいなと思える場所を作れ

たらと思っていたそう。そんな時、見つけたのがキムチ作りでした。

　「新鮮で美味しい食材を使うことはもちろん、野菜の状態をみてその都度塩加減を

変えたり、ヤンニョム（キムチの素）の配合を変えたりと、安定して美味しいものを届

けるということは、本当に難しいです。それでも満足のいくものができ、お客様に美

味しかったと喜んでいただけた時はやりがいを感じます。何より私自身が毎食美味し

いキムチを食べられることが幸せです」。

　また、昔から当たり前のように食べ続けてきた食べ物がこんなにもたくさんの人に

喜ばれ、リピートしてもらえていることに、「祖母や母には感謝しかない」とも話します。

　「今後も私のキムチが食べたいと思ってくださる大切なお客様に、素朴で美味しいキ

ムチをお届けしたいです。そしてキムチ作りをおばあちゃんになるまで細々と長く続け

ていきたいです」と語るソンエさん。将来的に朝来市のカフェで、新たな活動の展開

を予定しているとのこと。これからもソンエさんの手で紡がれる物語が楽しみです。

 「大人になった今だからこそ、祖母や家族が愛情を込めて漬けてくれていたんだとわかる」と、はにかむソンエさん。

これからはここが

MY PLACE。

一つずつ心を込めて

作る家庭の味。

　 野菜はその時旬のものを。なるべく但馬地域の野菜を使用していると
いう自家製の浅漬けキムチ。 パッケージにある子熊の絵は娘さん作。
1

2

13



6月

一円電車体験乗車会
4月〜11月予定 
養父市大屋町明延  ※有料
あけのべ憩いの家広場

（問）あけのべ自然学校
TEL.079-668-0258

竹田お城まつり（実施予定）
4月7日（日）
朝来市和田山町竹田

（問）朝来市観光交流課
TEL.079-672-4003

上山高原山開き・山焼き
4月13日（土） 9：00
新温泉町上山高原 ※有料

（問）上山高原ふるさと館
TEL.0796-99-4600

山菜の天ぷらを味わおう
4月13日（土） 
豊岡市竹野町坊岡 943
クリーンパーク北但
定員30名（締切4/3〜4）

（問）北但行政事務組合
TEL.0796-21-9110 

千谷麒麟獅子舞
国の重要無形民俗文化財

「麒麟獅子舞」の奉納
4月21日（日）8：30〜14:30
新温泉町 秋葉神社
および地区内

（問）新温泉町生涯教育課
TEL.0796-82-5629

第17回佐津
オープンガーデンフェスタ
4月21日(日)〜22日（月）
9：00〜16：00（雨天決行）
香美町香住区
佐津・訓谷地区12ヶ所

（問）同実行委員会
TEL.0796-38-0486

温泉まつり
4月23日（火）〜24日（水）
豊岡市 城崎温泉街 

（問）城崎温泉観光協会
TEL.0796-32-3663

氷ノ山新緑登山
フェスティバル
5月予定 ※有料
養父市 氷ノ山

（集合）大久保第一駐車場
（問）同実行委員会事務局
(氷ノ山鉢伏観光協会)
TEL.079-660-2024

しょうぶ湯まつり
5月3日（金・祝）〜5日（日・祝）
7：00〜23：00※有料
豊岡市 城崎温泉
各外湯・旅館 

（問）城崎温泉観光協会
TEL.0796-32-3663

北前まつり 
北前船パレード他
5月3日（金・祝） 
9：30〜14:00
豊岡市竹野浜 北前館周辺

（問）同実行委員会
TEL.0796-47-2020

秋岡稲荷祭 
5月3日（金・祝） 
9：00〜13：00
香美町小代区秋岡 小代神社

（問）香美町小代観光協会
TEL.0796-97-2250

三川権現大祭
5月3日（金・祝） 11：30〜
香美町香住区三川 
三川権現社

（問）香美町香住観光協会
TEL.0796-36-1234

瀞川稲荷神社まつり
5月3日（金・祝） 20：00〜
5月4日（土・祝） 11：00〜
香美町村岡区板仕野 
稲荷神社

（問）香美町村岡観光協会
TEL.0796-94-0123

第33回小代渓谷まつり
5月4日（土・祝）  
香美町小代区秋岡 もみじ広場
※釣り大会のみ有料

（問）香美町小代観光協会
TEL.0796-97-2250

扇ノ山残雪・新緑登山
5月12日（日） 9：30
新温泉町 扇ノ山  ※有料

（問）上山高原ふるさと館
TEL.0796-99-4600

竹でご飯を炊こう　
5月19日（日）
豊岡市竹野町坊岡 943
クリーンパーク北但
定員30名（締切5/8〜9） 

（問）北但行政事務組合
TEL.0796-21-9110

明治の水路・イヌワシ
見えるかハイキング
5月26日（日） 9：30
新温泉町 青下地区 ※有料

（問）上山高原ふるさと館
TEL.0796-99-4600

守国かいこ祭り
6月予定 
養父市大屋町蔵垣
(かいこの里/
上垣守国養蚕記念館)

（問）かいこの里
TEL.079-669-1580

川旅2024
〜母なる川を旅しよう〜
6月上旬予定 午前中
豊岡市小島 
※有料

（問）県立円山川公苑
TEL.0796-28-3085

あやめ月間
6月上旬予定
豊岡市 城崎温泉街 

（問）城崎温泉観光協会
TEL.0796-32-3663

アユの解禁
6月1日（土） 
0：00
香美町内

（問）矢田川漁業協同組合
TEL.0796-80-1146

湯村温泉祭り
（大菖蒲網引き）
6月2日（日） 16：00
新温泉町 湯村温泉街

（問）湯村温泉祭奉賛会
TEL.0796-92-1081

但馬久谷の菖浦網引き
国の重要無形民俗文化財
6月5日（水） 19：30〜20:30
新温泉町 久谷地区

（問）新温泉町生涯教育課
TEL.0796-82-5629

第30回みかた
残酷マラソン全国大会
6月9日（日） 9：00〜
香美町小代区全域 
※参加費有料

（問）同大会事務局  
TEL.0796-97-3966

扇ノ山 新緑登山(平日版）
6月13日（木） 9：30
新温泉町 扇ノ山　※有料

（問）上山高原ふるさと館
TEL.0796-99-4600

初夏ジオパークイカまつり
6月16日（日） 9：30〜12:00
香美町 佐津海水浴場

（体験実習棟 「月見草」）
（問）香美町香住観光協会 
TEL.0796-36-1234

4月

5月

Event Event CCalendaralendar

●イベントなどの情報は2024年1月現在のものです。　●開催日など諸事情により変更、中止される場合があります。  
●但馬の主なイベントを掲載しています。　●開催状況については各問合せ先までご確認ください。

浜坂みなとほたるいか祭り＆地えび
4月7日（日） 

新温泉町 
浜坂漁港せり市場

わんこほたるいか選手権
などが行われている。
新温泉町の春の風物詩を堪
能できるご当地イベント。

（問）浜坂観光協会
TEL.0796-82-4580

たんとうチューリップまつり
4月中旬〜下旬 ※予定
9：00〜17：00

豊岡市但東町畑山※有料

100万本のチューリップ、10万本
の巨大フラワーアート他。

（問）但東シルクロード観光協会
TEL.0796-54-0500
https://tantosilk.gr.jp/

お走り祭り
4月中旬予定

養父市内

但馬に春を告げる奇祭。
神輿を担いで川を横断する
川渡御（かわとぎょう）で有名。

（問）お走り祭り保存会
（養父神社）
TEL.079-665-0252

ハチ北ミュージックフェスティバル
前夜祭：5月31日(金）18：00〜
6月1日（土）10：00〜19：00

香美町村岡区大笹
ハチ北高原スキー場
野間ゲレンデ駐車場

「食」と「音楽」を楽しむフェスイベント。
※高校生以下無料

（問）ハチ北観光協会
TEL.0796-96-0732

Pick Pick UUpp
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ローストビーフ作り
4月20日（土）10：00〜 
定員8組
※要申込・有料

春の装いフェア
4月21日（日）
但馬ビーフの焼き肉を
200円で試食 10：30〜
定員100名  
※当日受付・有料
※先着順整理券配布10：15〜

レザークラフト体験
13：30〜
定員10名
※有料・当日受付

（締切フェア当日） 

ストラックアウトゲーム
14：00〜
定員30名
※当日受付（締切フェア当日）

鼻輪投げ 15：00〜
定員30名
※当日受付（締切フェア当日） 

羊の毛刈り体験
第1回
4月28日（日）10：30〜
第2回
4月29日（月・祝）10：30〜
第3回
5月4日（土・祝）10：30〜
第4回
5月5日（日・祝）10：30〜
各回定員20名／小学生以下
※有料

焼き杉体験
5月3日（金・祝） 13：00〜
定員30名 
※有料

但馬牛博物館探検隊
①5月12日（日）13：00〜
定員5組（当日受付あり） 

②6月2日（日）13：00〜
定員5組（当日受付あり）

※各回要申込

但馬牛クイズ大会
5月19日（日）13：00〜
定員多数 

但馬牛映画観賞会
5月19日（日）14：30〜
定員20名

ロールケーキ作り体験
5月25日（土）10：00〜
定員8組
※要申込・有料

ソーセージ作り体験
6月16日（日）10：00〜
定員8組/30人分
※2人前以上で
要申込・有料

（問）県立但馬牧場公園
（新温泉町丹土1033）
TEL.0796-92-2641

但馬牧場公園木の殿堂

かずらランプシェード展
4月6日（土）〜5月12日（日)

「谷口進一」木彫展
4月6日（土）〜5月12日（日)

五月人形組み木教室
経験者 4月13日（土） 
初級者 4月14日（日）
13：00〜16：00
各教室 定員14名 ※有料

ふれあいの森倶楽部 
5月6日（月・休）13：00〜16：00
定員30名※有料

動く木のおもちゃ作り教室
5月18日（土）13：00〜16：00
定員14名※有料

なかよし三人展
5月18日（土）〜6月30日（日）

学校厚生会写真
サークル写真展
5月18日（土）〜6月30日（日）

「組み木基礎講座」
第1回 5月25日（土）
第2回 6月1日（土）
第3回 6月8日（土）
13：00〜16：00
各回 定員8名 ※有料 

動物パズル教室
6月16日（日）13：00〜16：00
定員14名 ※有料  

  

（問）木の殿堂
（香美町村岡区和池951）
TEL.0796-96-1388

兎和野高原野外教育センター

うわのグラウンドゴルフ大会
4月中旬〜下旬 ※有料

ウォーキングとピザ
4月28（日）

親子でテント張って
キャンプしよ！
5月初旬〜中旬予定 ※有料

うわのツツジまつり
5月19（日）
※体験イベント・グルメ販
売・森の遊び（体験は有料）

（問）兎和野高原野外教育センター
（香美町村岡区宿791-1）
TEL.0796-94-0211 

●各イベント、教室などには参加費・材料費が必要な場合があります。

　定員数が限られる場合もありますのでご確認ください。

日本・モンゴル民族博物館

ミニチュア作品展
「ちいさな世界」
5月3日（金・祝）
〜6月30日（日）
※入館料必要

（問）日本・モンゴル民族博物館
（豊岡市但東町中山711）
9：30〜17：00
入館は閉館30分前まで
TEL.0796-56-1000

Spot Spot IInformationnformation
コウノトリの郷公園

のぞいてみよう！
コウノトリの診療所
4月27日（土）

特別ガイドウォーク
〜春の郷公園を満喫しよう〜
5月4日（土・祝）

親子でチャレンジ！
コウノトリへのえさやり体験
5月5日（日・祝）

（問）県立コウノトリの郷公園
（豊岡市祥雲寺128）
TEL.0796-23-5666

豊岡市立歴史博物館

第58回企画展　
円山川の付け替えと水害史
〜4月23日(火) ※有料
    
第48回ミニ企画展　
めでてぇ〜引き札
〜4月23日(火) 

第15回特別展　
大貯金箱展（仮）
6月29日(土)〜9月24日(火)
※有料

（問）豊岡市立歴史博物館  
ー 但馬国府・国分寺館 ー

（豊岡市日高町祢布808）
9：00〜17：00
入館は閉館30分前まで 
TEL.0796-42-6111

たかいよしかず展（仮称）
3月16日（土）〜5月6日（月・休）

あさごの小さな
フォトグラファー展 2024
3月16日（土）〜5月6日（月・休）

（問）あさご芸術の森美術館
（朝来市多々良木739-3）
一般500円  大・高校生300円
小・中学生200円
休館日：水曜・祝日の翌日
10：00〜17：00
入館は閉館30分前まで
TEL.079-670-4111

あさご芸術の森美術館

全但バス但馬ドーム

第30回神鍋
ジュニアサッカー
スプリングカーニバル
5月3日（金・祝）〜5日（日・祝）
(問)(株)ニチレク
TEL.072-748-3356

兵庫県ねんりん
ソフトボール交流大会
5月18日（土）〜19日（日）
(問)但馬ソフトボール
協会事務局  宿南さん
TEL.090-3356-4509

第68回兵庫県高等学校
総合体育大会
ソフトボール競技
6月7日（金）〜9日（日）
(問)県高体連 加古川
西高等学校 太田先生
TEL.079-424-2400

第34回但馬ドーム杯
グラウンド・ゴルフ
交流大会（予選ラウンド）
6月26日（水）〜27日（木）

（問）全但バス但馬ドーム
（豊岡市日高町名色88-50）
TEL.0796-45-1900

養父市立全天候運動場
ピクニックフェスタ
6月29日(土)〜30日（日）
10:00〜予定
場所：  いきいきドーム内

（問）但馬ピクニック
フェスタ実行委員会
TEL.070-5342-9308

但馬文教府

みてやま学園
入学式・開講式 
4月12日（金）10：30〜

（問）但馬文教府
（豊岡市妙楽寺41-1）
TEL.0796-22-4407

「国際ソロプチミスト但馬」第24回チャリティバザー

 「令和6年度 但馬長寿の郷 いきいき教室」受講生募集

城崎国際アートセンター アーティスト・イン・レジデンスプログラム2024

募集期間：2024年4月〜2025年3月まで

滞在アーティストや地域交流プログラム（無料）は、2月下旬にkiac.jpで公開予定！

開催日時：2024年4月29日（月・祝）／10：00〜15：00

場所：豊岡市民プラザ 市民活動教室（A・B・C・D）とアイティ7階 交流広場

内容：①陶芸  ②木工  ③絵手紙  ④粘土工芸   ⑤手づくりパン  ⑥押し花   ⑦仏像彫刻   ⑧水彩画   ⑨剪画

（問）国際ソロプチミスト但馬 TEL.079-664-0579

（問）但馬長寿の郷づくり協議会 TEL.079-662-8456  FAX.079-662-9959

（問）城崎国際アートセンター TEL.0796-32-3888

NNewsews
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●催し物の料金など詳細は、各ホールへご確認ください。

Hall Hall IInformationnformation

養父市音楽祭 
堀江トリオコンサート
5月4日（土・祝）

（問）養父市まちづくり
文化交流課
TEL.079-662-0071

第29回やぶ山野草展
5月18日（土）〜19日（日） 
9：00〜18：00
場所：養父市立養父公民館
※最終日のみ16：00まで

県民芸術劇場 
人形劇団クラルテ

「11ぴきのねこ」

6月16日（日）

（問）養父市立養父公民館
（養父市広谷250）
TEL.079-664-1141

ビバホール

第26回兵庫県警察音楽隊
ふれあいタウンコンサート
4月29日（月・祝）
開演13：30 
※要整理券

（問）和田山ジュピターホール
（朝来市和田山玉置877-1）
TEL.079-672-1000

和田山ジュピターホール

クラシックパークvol.24
Quartet SPIRITUS 
サックス4重奏コンサート 
6月1日（土）14：00〜
※有料

（問）新温泉町温泉公民館
（新温泉町湯990-8）
TEL.0796-92-1870

夢ホール

豊岡市民プラザ

【アートスクール〜劇場を
創る舞台技術〜】
舞台技術ビギナー講座
4月20日（土）予定

こどもダンス
ワークショップ
5月上旬

豊岡市民プラザ
（豊岡市大手町アイティ7F）
TEL.0796-24-3000

歌劇「蝶々夫人」ハイライト
コンサート〜ええとこどり！
4月27日（土）開演15：00
※有料（小中学生無料）

（問）やぶ市民交流広場
TEL.079-662-0070

福間洸太朗
ピアノ・リサイタル
5月18日（土）開演14：00

（問）やぶ市民交流広場
TEL.079-662-0070

ようかJAM 2024
6月16日（日）開演14：30
※有料(小学生以下無料） 

（問）やぶ市民交流広場
TEL.079-662-0070 

養父市音楽祭 
1コイン！1日コンサート
4月28日（日）

佼成ウインド サックス
カルテット
4月29日（月・祝）

やぶ市民交流広場(YBファブ）

生で聴く「のだめカンター
ビレ」の音楽会（ピアノ版）
5月3日（金・祝）

OBSESSIONコンサート
5月6日（月・休）
場所：やぶ市民交流広場

（問）養父市まちづくり
文化交流課
TEL.079-662-0071

ベーゼンドルファー
コンサート
4月30日（火）
場所：おおやホール

（問）養父市まちづくり
文化交流課
TEL.079-662-0071

西谷良彦トランペット
コンサート
5月5日（日・祝）
場所：ノビアホール

（問）養父市まちづくり
文化交流課
TEL.079-662-0071
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50名様

但馬検定ミニクイズ
挑戦しよう！腕だめし♪

問題：８ページの『Ippin』で紹介した養父市建屋で
作られているお寿司の名前はなんでしょう？

ハガキに上記クイズの答え、郵便番号、住所、名前、フリガナ、
電話番号、生年月日、性別、ご感想をご記入の上、
左記の「T2 編集部」宛までお送りください。 
＊締切は2024 年 4月30日（火）必着

クイズに正解された方の中から、抽選で50名様に「但馬ファンクラブ会員権（1年）」と、下
記の賞品をプレゼントします。但馬ファンクラブ会員になると、但馬内の200以上の施設で
割引等の特典が受けられます。みなさん奮ってご応募ください。
（※すでに会員の方は、ご家族の方の名前で会員登録させていただきます。ただし、個人の
氏名・住所等の情報は当協会で管理し、他の目的で使用することはありません。）

合同会社イマジネ
「朝倉さんしょ海苔」と「ぴりとんみそ」セット

T2は「但馬（Tajima）」×「但馬人（Tajimajin）」を意味しています。T2は「但馬（Tajima）」×「但馬人（Tajimajin）」を意味しています。
「人と人」、「人と地域」を結びつける情報誌でありたい、そして地域を「人と人」、「人と地域」を結びつける情報誌でありたい、そして地域を
知り先人の生き方に触れることで“ふるさと但馬の確かな未来”を次知り先人の生き方に触れることで“ふるさと但馬の確かな未来”を次
世代に残したい、そんな願いを込めて制作しています。世代に残したい、そんな願いを込めて制作しています。

おたより、クイズの答えなど、
右記までどしどしお寄せください。
記事や広告に関するお問い合わせ
も、上記「T2編集部」まで。

T2編集部の電話番号
（CAMEL株式会社）

TEL : 0796 -24 -6373
FAX  : 0796 -24 -6378

6 6 8 0 0 4 3

兵
庫
県
豊
岡
市

　
　

桜
町
10-

11

Ｔ
２
編
集
部
宛

発　行：公益財団法人 但馬ふるさとづくり協会
制　作：CAMEL株式会社

 2024 年2月15日発行 
（次回発行日：2024 年6月15日）

●本紙の発行にご協力いただいた各市町、関係各位の皆様に御礼申し上げます。
●本紙掲載の写真・イラスト・記事の無断転載を禁じます。

但馬の情報誌

ヒント
- HINTO -
江戸時代の
男性の髪型
「○○○まげ」
8ページ

＊生年月日、性別はプレゼントの「但馬ファンクラブ会員」の登録の際に使用するため、必要な情報となっております。ご了承ください。

当選者の発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。どしどしご応募ください。
※前号Vol.122の答えは「金継ぎ職人」でした。　※賞品画像はイメージです。

編
集
好
記
へ
ん
し
ゅ
う
こ
う
き

前号を読んだ感想など、みなさんから

いただいたお便りをご紹介！

裏
路
地
探
険
で
訪
れ
た
新
温
泉
町

丹
土
。現
地
を
取
材
し
て
い
る
道

中
、左
官
職
人
を
し
て
い
た
地
元

の
方
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。ご
主
人
の
ご
好
意
で
コ
テ

絵
の
作
品
を
見
せ
て
も
ら
え
る
こ

と
に
！
ガ
レ
ー
ジ
の
中
に
は
所
狭

し
と
作
品
が
飾
ら
れ
て
い
ま
し

た
。細
か
な
部
分
は
自
分
で
釘
を

加
工
し
て
小
さ
な
コ
テ
を
作
り
、

作
成
す
る
の
だ
と
か
。筆
で
描
く

の
と
は
ま
た
違
っ
た
立
体
的
な
仕

上
が
り
に
感
動
し
ま
し
た
。偶
然

の
出
会
い
が
あ
る
の
も
、裏
路
地

探
険
の
魅
力
の
ひ
と
つ
で
す
！

回
楽
し
み
に
し
て
い
る

「
T
2
」や
っ
た

｜
‼
我︎
町
の

「
a
o
i
t
e
.
a
z
u
k
i

.
b
a
s
e
」が
紹
介
さ
れ
て
い

て
び
っ
く
り
。ま
だ
お
店
の
外
が
こ

ん
な
に
き
れ
い
に
な
る
前
、開
店
当

初
に
行
っ
て
お
は
ぎ
を
購
入
し
ま

し
た
。お
も
し
ろ
い
メ
ニ
ュ
ー
に
興

味
津
々
。た
い
焼
き
の
ぜ
ん
ざ
い
食

べ
に
行
き
ま
|
|
|
|
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
香
美
町
　
F
・
Y

岡
は
亡
き
母
の
故
里
。い
と

こ
が
現
在
も
豊
岡
で
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
宝
塚
市
　
I
・
H

に
入
っ
た
ら
ま
た
来
い
よ
と

い
う
但
馬
人
の
気
質
が
好
き

で
す
。

　
　
　
　
　
　
西
宮
市
　
O
・
K

イ
ズ
の
答
え
を
探
す
の
に
読

ん
だ
記
事
。
と
て
も
心
に
残

り
ま
し
た
。「
金
継
ぎ
」と
い
う
言

葉
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
茶
の

湯
の
世
界
と
い
う
か
時
代
劇
で
継
い

だ
茶
わ
ん
を
見
た
く
ら
い
で
、別
世

界
の
話
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
漆

で
接
着
、
金
で
装
飾
な
ど
修
繕
技

法
に
も
驚
き
ま
し
た
が
、東
日
本
大

震
災
の
日
用
品
の
修
繕
依
頼
に
胸

が
痛
み
ま
し
た
。日
常
の
幸
せ
っ
て

か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
す
ね
。

姫
路
市
　
K
・
T

馬
地
域
は
魅
力
的
で
す
ね
。

以
前
明
延
鉱
山
、出
石
そ
ば
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
、
神
鍋
ス

キ
ー
場
に
行
き
ま
し
た
。豊
岡
の
鞄

産
業
は
有
名
。
神
戸
で
も
売
っ
て
い

る
の
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

実
際
に
足
を
運
ん
で
購
入
し
た
い
で

す
。但
馬
牛
と
鞄
産
業
の
コ
ラ
ボ
っ

て
素
敵
で
す
ね
。
城
崎
温
泉
で
カ
ニ

も
良
し
、但
馬
牛
、岩
津
ね
ぎ
と
美

味
し
い
冬
の
味
覚
を
た
ず
ね
て
、ぜ

ひ
出
か
け
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
情
報

を
教
え
て
く
だ
さ
い
ね
。

神
戸
市
　
Ｍ
・
K

近
、
夫
婦
で
ド
ラ
イ
ブ
が
趣

味
に
な
っ
て
い
ま
す
。
但
馬

全
域
を
走
っ
て
ま
す
。T
2
を
参

考
に
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
神
社
仏
閣

巡
り
も
し
て
い
ま
す
。あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

朝
来
市
　
I
・
A

に
転
職
す
る
夫
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た

い
で
す
。

養
父
市
　
T
・
M

き
た
い
お
店
、ア
ズ
キ
ベ
ー
ス

さ
ん
の
記
事
が
載
っ
て
た
の

で
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。も
っ
と
行

き
た
く
な
り
ま
し
た
。
た
い
焼
き
、

お
は
ぎ
、パ
ヌ
レ
が
食
べ
た
い
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新
温
泉
町
　
M
・
M

父
の
や
ぶ
医
者
の
話
は
な
ん

と
な
く
聞
き
覚
え
は
あ
り
ま

し
た
が
、
具
体
的
な
人
物
の
話
は

知
ら
な
か
っ
た
の
で
、興
味
深
く
読

ま
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

姫
路
市
　
Y
・
D

ら
し
い
で
す
ネ
。
金
継
ぎ
職

人
さ
ん
は
じ
め
て
知
り
ま
し

た
。キ
ラ
キ
ラ
と
輝
く
金
継
ぎ
か
ら

は
こ
の
若
い
職
人
さ
ん
の
情
熱
と
、

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
る
と
い
う
気
持

ち
が
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。頑
張
っ
て
下
さ
い
！

倉
敷
市
　
N
・
H

集
・
タ
ジ
マ
デ
ザ
イ
ン
は
、

養
父
市
の
ロ
ケ
支
援
が
す
ご

い
で
す
ね
。き
っ
か
け
は
丁
寧
に
対

応
さ
れ
た
こ
と
か
ら
と
か
…
。や
は

り
、日
頃
の
行
い
が
大
切
な
の
で
す

ね
。い
ろ
い
ろ
な
ロ
ケ
地
が
あ
る
養

父
市
す
ご
い
で
す
ね
。ま
た
伺
い
ま

す
ね
。

　
　
　
　
　
　
多
可
郡
　
I
・
M

行特

ク但最

号
は
め
ち
ゃ
濃
密
‼
ロ
ケ
誘

致
、但
馬
牛
革
製
品
始
動
‼

金
継
ぎ
の
匠
あ
ら
わ
る
！
な
ど
な

ど
読
ん
で
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
。
地

元
の
人
が
愛
す
る
だ
け
で
な
く
、知

ら
な
い
人
に
も
知
っ
て
も
ら
い
、そ
れ

が
但
馬
の
自
然
を
守
る
、人
の
く
ら

し
を
守
る
、文
化
を
守
る
こ
と
に
つ

な
が
る
の
で
、
ど
う
か
ス
タ
ッ
フ
の

皆
様
に
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
♡

私
も
大
阪
の
地
よ
り
で
き
る
こ
と

を
し
て一
助
に
な
り
ま
す
〜
。

大
阪
市
　
T
・
C

ケ
支
援
の
記
事
、
興
味
深
く

拝
読
し
ま
し
た
。
地
元
養
父

市
が
こ
ん
な
に
も
撮
影
の
ロ
ケ
地

と
し
て
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
を
知

り
、驚
き
ま
し
た
。明
延
鉱
山
の
見

学
は
と
て
も
面
白
か
っ
た
の
で
、ぜ

ひ
た
く
さ
ん
の
方
に
訪
れ
て
ほ
し
い

で
す
。
但
馬
牛
の
革
製
品
、と
て
も

魅
力
的
な
取
り
組
み
で
す
ね
。シ
ッ

ク
で
と
て
も
素
敵
で
す
。事
務
仕
事

今ロ

養珍

毎豊気
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